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POD は山岳域で高く、気温と大気飽差が POD に大きな影響を与えており、一方クラ
スター3（低温湿潤）では比較的低地に近い場所で PODは高く、オゾン濃度と日射量
が PODに影響を及ぼしていることが明らかになった。以上のように気象特性の違いに











の 7･8月において関東地方では平均除去量は 46,090 tとなり、また関東地方における
単位面積あたりのオゾンの除去量はアメリカの各州を対象に推定されたものよりも大
きいことが示された。2･3 章の結果から、関東地方は森林がオゾンを吸収しやすい大
気環境をしており、それが大きなオゾン除去量をもたらしていると考えられる。さら
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にオゾン除去量を大気境界層内のオゾン量と比較したところ、関東地方では 1 時間あ
たり約 1.1～3.1%となり、これも先行研究よりも大きな値となった。以上の結果から、
関東地方の森林は大気質の改善に大きく寄与していることが示唆された。 
以上のように、本研究では植物によるオゾン吸収という観点から、森林とオゾンの
相互作用について明らかにした。第 2章と第 3章ではPODをもとにオゾンによる被害
を受けやすい場所や、気象特性、標高との関係について調べた。日本においては POD
による森林のリスクアセスメント自体がまだ少なく、本研究の結果は日本における森
林保全の一助となりうる。また第 3章と第 4章では気象の年々変動に着目してオゾン
吸収量や除去量を推定したが、このような視点から森林とオゾンの関係を評価した研
究はほとんどない。気象の年々変動が及ぼす影響は大きいため、今後は本研究と同様
に複数年を対象にしたより正確な評価方法が広まることが望まれる。今後の課題とし
ては、本研究で示されたオゾン被害を受けやすい場所において実際に被害が生じてい
るのかを現地調査などにより確認することが挙げられる。また、夜間のオゾン吸収、
土壌水分の影響、オゾン吸収による植物の不活発化などを考慮したより正確なオゾン
吸収量やオゾン除去量の推定も重要な課題である。 
 
